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実施報告（２学期） ～授業の一部をご紹介～
■三沢中学校 「ICT活用教育推進委員会研究授業」の前段階 ～その１～

■今年度のICT活用NEWSは、校務支援システムの
〈平成28年度ICT活用NEWS〉掲示板からご覧いただけます。

■今年度のICT活用NEWSは、校務支援システムの
〈平成28年度ICT活用NEWS〉掲示板からご覧いただけます。

〇7時間扱いの第５～７時間目で「スタディノート」を活用（2年1組の第７時が研究授業）

＜前時まで（通常授業）＞
第１時 「中国・四国地方の自然環境」
第２時 「交通網の整備と人々の生活の変化」
第３時 「海外と結びついた瀬戸内の工業」「全国展開を進める農業」

第４時 「観光客を呼び寄せる取り組み」 「次回以降の授業について」

★２年生１～７組 ＜教科：社会「日本の諸地域 中国・四国地方考える＞ ★授業者 永坂国大先生

本年度、
市内全校で
実施される

『スタディノート（データベース機能）』の活用

生徒への配布資料

①「中国・四国地方は、交通網の発達によって生活や産業が変化し、過疎地域が多くなっている地方です。
あなたは地域おこし協力隊員として、中国・四国地方の地方自治体で活動するなかで、その町にほれこみ移住を
決意しました。そこで自分と同じように移住する人がたくさん来てくれるようなチラシを作ってください。
後日開催される「中国・四国地方移住フェア」に展示します。」と伝える。

②地域おこし協力隊について、活動内容や隊員自身をＩターンさせる目的もあることなどを補足する。
③現代では都市に住む人々がさまざまな理由で地方に注目していることに触れる。
④単元目標について、移住を促すターゲットなどの、詳しい設定を確認する。
⑤その町に移住を決意するような「ほれこむもの」をできる限り調べてくるよう促す。


